
 

令和６年度第１回人材育成のための意見交換会 

次 第 

 

（日  時） 令和６年７月２９日（月）１４：００ ～ １５：３０ 

（場  所） 広島市役所北庁舎（中区役所）７階 第１会議室 

 

１ 議題 

 ⑴ 令和６年度人材育成のための意見交換会について 

⑵ 園内研修の参考とするチャートについて 

 

２ 事務連絡 
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令和６年度 

「人材育成のための意見交換会」名簿 

１ 学識経験者・関係団体代表者 

氏 名 所 属 ・ 職 名 

深澤 悦子 広島都市学園大学子ども教育学部子ども教育学科教授 

山村 圭司 広島市私立幼稚園協会 理事・教育研究委員長（善徳寺幼稚園理事長） 

伊藤 唯道 広島市私立保育協会 副理事長（順正寺こども園長） 

岩本 弥和 広島市立幼稚園長会 副会長（矢賀幼稚園長） 

川西 千奈美 広島市保育園長会  代表（矢野中央保育園長） 

２ 事務局 

氏 名 所 属 ・ 職 名 

門田 和也 こども未来局 幼保企画課 主幹 

三宅 瑞穂 こども未来局 幼保企画課 主幹 

高橋 由加里 こども未来局 幼保企画課 主幹 

森本 伸章 こども未来局 幼保企画課 主事 

田原 しほり こども未来局 幼保企画課 保育専門員 

内田 友和 教育委員会事務局 総務部 教育企画課 課長補佐 

松井 正太 教育委員会事務局 総務部 教育企画課 主査 

大下 あすか 教育委員会事務局 学校教育部 指導第一課 課長補佐 

原田 めぐみ 教育委員会事務局 学校教育部 指導第一課 指導主事 

川口 大輔 教育委員会教育センター 主任指導主事 

 



令和６年度人材育成のための意見交換会について 

 

１ 人材育成のための意見交換会の開催 

  本意見交換会では、全ての子どもにとって質の高い幼児教育・保育の提供を可能とするため、これま

でに、「幼稚園教諭・保育士等の人材育成の基本的な考え方」、「各キャリアステージにおいて幼稚園教

諭・保育士等に必要となる力」、「広島市幼稚園教諭・保育士等の相互参加可能な研修」等を作成し、本

市内の幼稚園教諭・保育士等の人材育成を図っている。令和５年度からは、園内研修の充実についての

検討を始め、各園の園内研修の取組を発信する「園内研修情報」の発信を開始した。 

  令和６年度は、各園等が自園の実情に応じて園内研修をより充実する参考となる「園内研修の参考

とするチャート」（仮称）について検討する。 

 

２ 開催予定 

 ⑴ 開催時期 

   第１回：７月２９日（月） 

   第２回：９月～１２月 

   第３回：１月～３月 

 

 ⑵ 各回の議題 

   

 

区分 議題 

第１回 

・令和６年度人材育成のための意見交換会について 

（乳幼児教育保育支援センターの取組についても説明） 

・園内研修の参考とするチャートについて（方向性の検討） 

・相互参加可能な研修、園内研修情報報告 

第２回 

・園内研修の参考とするチャートについて（案） 

・相互参加可能な研修、園内研修情報報告 

第３回 

・園内研修の参考とするチャートについて（確定） 

・相互参加可能な研修、園内研修情報報告 



広島市乳幼児教育保育支援センター
の取組について

令和６年度第１回

人材育成のための意見交換会
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幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強
化事業（令和６年度） 令和６年度「幼児教育推進体制事業」第１回意見交換会資料より抜粋
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幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強
化事業（令和６年度採択団体）

令和６年度「幼児教育推進体制事業」第１回意見交換会資料より抜粋
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広島市こども未来局、教育委員会事務局、私立園の協会等が連
携・協力し、本市全体の幼児教育・保育の質の向上に取り組む

広島市乳幼児教育保育支援センター
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広島市乳幼児教育保育支援センターの取組

１ 乳幼児教育保育の質の向上に関する懇談
会の開催

３ 広島市幼稚園教諭・保育士等の合同研修会
の開催

４ 地域における体制づくり

５ 乳幼児教育保育アドバイザー派遣

２ 人材育成のための意見交換会の開催

６ 広報

5



乳幼児教育保育の質の
向上に関する懇談会の開催

6



１ 「乳幼児教育保育の質の向上に関する懇談会」

【目的】
幼児教育・保育の一体的な質の向上に向けた取組を推進す
るに当たり、専門的見地から幅広く意見を聴取するため、
「乳幼児教育保育の質の向上に関する懇談会」を開催する。
【構成】
①学識経験者、②教育関係者、
③幼児教育・保育に係る関係団体代表者

懇談会においては、次の事項についての意見を聴取
⑴ 幼児教育・保育に係る調査・研究に関すること。
⑵ 幼児教育・保育に係る総合調整に関すること。
⑶ 幼児教育・保育に係る情報提供・啓発活動に関すること。
⑷ 幼稚園教諭・保育士等の人材育成に関すること。
⑸ 乳幼児教育保育アドバイザーの育成・派遣に関すること。

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報
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１ 「乳幼児教育保育の質の向上に関する懇談会」

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報

『外国にルーツを持つ子どもへの支援』
『障害のある子どもなどへの支援』

外国にルーツを持つ子どもを始めとする園児の心身の発達を促すため
に、幼児教育・保育施設の機能を十分に生かした受入体制や支援体制等
について意見を聴取し、資料にまとめた。

令和４・５年度に意見聴取した内容
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人材育成のための
意見交換会の開催
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２ 「人材育成のための意見交換会」

【目的】
幼児教育と保育の一体的な質の向上に向けて、幼稚園教
諭・保育士等に対する効果的な研修などの人材育成につい
て、専門的見地から幅広く意見を聴取するため、「人材育
成のための意見交換会」を開催する。
【構成】
①学識経験者、②幼児教育・保育に係る関係団体代表者

意見交換会においては、次の事項についての意見を聴取
⑴ 幼稚園教諭・保育士等の資質及び能力向上に向けた研
修等の人材育成の取組に関すること。

⑵ 幼稚園教諭・保育士等の育成指標の設定及び一体的な
研修体系の構築に関すること。

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報
10



２「人材育成のための意見交換会」

幼稚園教諭・保育士等の成長の段階

キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
の
基
盤
に
な
る
資
質
・能
力

各キャリアステージにおいて幼稚園教諭・保育士等が身に付けるべき資
質・能力を具体的に整理し、「各キャリアステージにおいて幼稚園教諭・
保育士等に必要となる力」を作成

「各キャリアステージにおいて幼稚園教諭・保育士等に必要となる力」

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報
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広島市幼稚園教諭・保育士等の相互参加可能な研修計画（R４年度～）

幼稚園教諭・保育士等が、成長段階ごとに身に付ける資
質・能力や受講する研修内容について整理し、各団体が実
施する一部研修の相互参加に取り組む

２ 「人材育成のための意見交換会」

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報
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園内研修の参考となる多様な事例について整理し、情報発信する。

園内研修情報の発信（Ｒ５年度～）

２ 「人材育成のための意見交換会」

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報
13



広島市幼稚園教諭・保育
士等の合同研修会の開催
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３ 広島市幼稚園教諭・保育士等の合同研修会

広島市幼稚園教諭・保育士新規採用者合同研修（年2回開催）

令和５年度第１回（同じ内容で２日開催）
７月開催 ２日間で２３０人参加
講師 比治山短期大学 教授 七木田 方美
講演の内容に沿って６～８人でグループワーク 講演

令和５年度第２回（同じ内容で２日開催）
２月開催 2日間で１９７人参加
採用５～７年目の私立保育園、私立認定こども
園、公立保育園、公立幼稚園の先生が動画を用
いて発表し、乳幼児教育保育アドバイザーの支
援のもと、５～７人のグループで子どもの姿に
ついて意見交流し、子ども理解を図る。

グループワーク

実践発表

グループワーク

付箋トーク

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報
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３ 広島市幼稚園教諭・保育士等の合同研修会

広島市幼稚園教諭・保育士主任等合同研修（年2回開催）

令和５年度第１回
９月に開催 １５８人参加
講師 名古屋学芸大学教授 津金 美智子
講演の内容に沿って４～５人でグループワー
ク

講演

令和５年度第２回
・１１月に開催 １１５人参加
講師 香川大学 准教授 松井 剛太
講演の内容に沿って、 ６、７人のグループで
自園の様子について情報交換

グループワーク

グループワーク

講演

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報
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地域における
体制づくり
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４ 地域における体制づくり

幼児教育・保育の質の向上に向けた「公開実践」（R３年度から）

公立認定こども園となる１５の公立幼稚園・公立保育園全園で実施し、案内を
市内の全ての園や小学校へ配布

意見交流時のグループワークで施設類型を超えて対話し、日常的に関わり合
う関係を構築

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報
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４ 地域における体制づくり

幼児教育・保育の質の向上に向けた「公開実践」

幼児教育・保育について意見交流する
機会を提供。
幼稚園・保育園等の相互理解を深める

とともに、実践における具体的な場面か
ら、乳幼児期に適した環境構成や援助を
捉える

実施園の保育の視点を踏まえつつ、子ど
もの育ちや学びを捉え、自園の保育の具体
的な環境構成や子どもへの関わり方へとつ
なぐため、保育の公開後に、参加者間で意
見交流

小学校教頭が公開
実践に参加後、自
校の職員にその内
容を紹介

小学校長、実施園や他園の職員、乳幼児
教育保育アドバイザー等による意見交流

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報
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４ 地域における体制づくり

各区における幼保小接続に関する合同研修会（R5年度から）

広島市内の公立・私立の小学校、幼稚
園・保育園等において小学校教育、幼
児教育・保育に携わる教諭、保育士等
が、一堂に会して、小学校教育との円
滑な接続に必要な視点や考えを共有す
ることで、各小学校区における円滑な
接続を推進

令和５年度は中区、安佐南区、安芸区の
３区、令和６年度は東区、南区、西区、
安佐北区、佐伯区の５区で実施
講義とグループワークを通して、小学校、
幼稚園、保育園、認定こども園等の施設
類型を超えた対話を重視し、日常的に関
わり合う関係の構築を目指す。

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報
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乳幼児教育保育
アドバイザー派遣
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本市全体の幼児教育・保育の一体的な質の向上を図るため、
アドバイザーが幼稚園、保育園、認定こども園等を訪問

５ 乳幼児教育保育アドバイザー派遣

☆「園のよさを生かす」

☆「保育者のよい面を伸ばす」

☆「組織の主体性を大切にする」

を基本姿勢とし、各園等に寄り
添った支援を実施

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報
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乳幼児教育保育アドバイザー

５ 乳幼児教育保育アドバイザー派遣

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報
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５ 乳幼児教育保育アドバイザー派遣

アドバイザー派遣の内容

〇 遊び・生活

〇 園の運営

〇 特別支援

〇 保護者支援

〇 健康・保健

〇 危機管理（防犯）

〇 危機管理（防災）

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報
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アドバイザーの派遣実績（単位：回）

平成31年度（令和元年度）

令和２年度

令和３年度

令和４年度

区分
遊び・
生活

特別支援
幼保小
連携

保護者
支援

健康・
保健

危機管理 園の運営 その他 計

回数 123 52 3 23 2 20 5 6 234

区分
遊び・
生活

特別支援
幼保小
連携

保護者
支援

健康・
保健

危機管理 園の運営 その他 計

回数 111 39 2 35 13 17 17 ― 234

区分
遊び・
生活

特別支援
幼保小
連携

保護者
支援

健康・
保健

危機管理 園の運営 その他 計

回数 132 28 8 49 ― 47 9 9 282

５ 乳幼児教育保育アドバイザー派遣

※「健康・保健」は、令和２年度より実施

区分
遊び・
生活

特別支援
幼保小
連携

保護者
支援

健康・
保健

危機管理 園の運営 その他 計

回数 172 44 4 44 7 25 6 2 304

区分
遊び・
生活

特別支援
幼保小
連携

保護者
支援

健康・
保健

危機管理 園の運営 その他 計

回数 212 47 10 53 13 41 7 2 385

令和５年度
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５ 乳幼児教育保育アドバイザー派遣

小さな保育園応援プログラム

小規模保育事業所、企業主導型
保育事業所、事業所内保育事業
所など、子どもや保育者が少人
数の保育施設、０～２歳児の小
さな子どもの保育を行っている
施設など多様な園を支援

☆ 継続的な支援

☆ 日常の保育を通して、

保育者の実践力向上を支援

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報
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５ 乳幼児教育保育アドバイザー派遣

“広島広域都市圏”へのアドバイザー派遣

広島県乳幼児教育支援センターと役割分担を図りながら、広島
広域都市圏（本市を含む３０市町で構成）内の幼稚園・保育
園・認定こども園等を支援

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報
27



５ 乳幼児教育保育アドバイザー派遣

広島県乳幼児教育支援センターとの連携

県と市でアドバイザー合同研修会を実施

【内容】

・県と市の施策説明

・アドバイザーによる事例発表

・県と市のアドバイザー同士で意見交換

【アドバイザーの感想】

・ 訪問に関する情報共有や互いの悩みを伝え合うことで、支

援の幅を広げることができるため、アドバイザーが集まって

カンファレンスすることが大切だ。

・ 今後も県・市で情報交換できる機会があるとよい。

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報
28



広報
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６ 広報

ホームページでの周知

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報
30



６ 広報

センターだよりの発行

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報
31



６ 広報

ＬＩＮＥアカウントの開設（園の代表者向け）

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報

・公式アカウントの登録
（友達追加）をした園に幼児
教育・保育に関する情報を提
供。
・乳幼児教育保育アドバイ
ザーの派遣手続等に関する
問合せにも活用

32



６ 広報（その他）

国や他の地方公共団体等との連携

１懇談会 ２人材育成 ３合同研修会 ４地域における体制づくり ５アドバイザー派遣 ６広報

令和５年度
５月 「幼児教育担当指導主事・担当者及び幼児教育と小学校

教育の接続に関する担当指導主事会議」（文部科学省主
催）で自治体代表として発表

８月 三重県四日市市 視察受入れ
８月 全国幼児教育研究協会の視察受入れ（文部科学省委託事

業）
２月 宮﨑県 視察受入れ

その他、地方公共団体等からの問合せが多数あり。
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広島市乳幼児教育保育支援センター
の取組について

令和６年度第１回

人材育成のための意見交換会

34



園内研修の参考とするチャートについて 

 

１ 目的 

  本市における、幼児教育・保育を提供する全ての園が、公立・私立、幼稚園、保育園、認定こども園

等の施設種別を問わず、自園の実情に即して幼児教育及び保育の質の向上につなげていけるよう、園内

研修のより一層の充実を図る。 

 

２ 経緯 

  これまでに、広島市乳幼児教育保育支援センターでは、人材育成のための意見交換会において、各園

等の園内研修の充実について検討し、学識経験者や関係団体の代表者より意見聴取したことを参考に、

幼稚園教諭・保育士等のキャリアステージ及び資質・能力を整理するとともに、各団体が実施する一部

研修の相互参加について取り組んできた。また、令和５年度からは、園内研修の充実に向けた検討を開

始し、その取組の第一歩として園内研修に取り組む園の事例を紹介する「園内研修情報」を各園等へ情

報発信している。 

 

３ 今後の取組 

  「園内研修情報」は、園内研修についてそれぞれの事情を持つ各園等が、自園の実情に応じて、他園

の園内研修の情報を得ることにより、園内研修の取組の参考とすることを目的としている。これに加

え、今年度は、各園が自園の実情に応じた園内研修の参考とするためのチャート（分かりやすく図示し

た資料）の作成について検討する。このチャートの作成に当たっては、各園等が活用しやすいものとな

るよう、以下のことなどを踏まえて検討を進める。 

 

  ・ 園内研修とは園内の職員のみで実施する研修に限るものではなく、外部から講師を招く研修や、

自園に近隣園等の職員を招く形式の研修も含める。 

  ・ こうしなければならないというものではなく、各園等が自園の実態に応じて、柔軟にその実施方

法を工夫し選択するための参考となるものにする。 

 ・ 保育実践そのものに関することから、保育をしているだけでは身につけられないスキルや知識の

習得に関することまで広い幅をもつものにする。 

 ・ 保育者のスキルが底上げされ、１人１人の質の向上及び、園全体の質の向上に資するものにす

る。 

・ 保育者として必要な専門知識などのハードスキルに加え、コミュニケーション能力やマネジメ

ントスキルなど、仕事をすすめていくうえで重要なソフトスキルの習得の参考となるものにする。 

・ 研修機会を通して体系的な知識などを身に付け、コンプライアンスやハラスメント、個人情報保

護などのスキルの底上げの参考となるものにする。 

・ 園内のあらゆる立場の職員と語り合いを通じて交流を深め、コミュニケーションの活性化や園

内の組織風土の改善や構築の参考となるものにする。 

・ 園内のあらゆる立場の職員の視点が交差し、新たなアイデアやイノベーション誕生の起点の参

考となるものにする。 



 

乳幼児教育保育支援センター 

園内研修情報 
令和６年度 第１号 令和６年６月７日 金曜日 

 

  写真：園内研修の様子 

 

そういった子どもたちが、楽しく遊びながら

体力を身に付けるために研修をすること

にしました。 

センター なるほど、職員の皆さんは、子

どもの姿に共通の悩みを持っていたので

すね。しかし、研修をすると言っても、はじ

めからみんなで“さあやろう！”とはならな

かったのではないですか。 

園長 そうですね、自園では、まず園内

に教務部、生活部を設け、職員がチー

ムになって、園運営に参画してもらえるよ

うにしました。 

教務主任 園内にチーム体制ができた

ことで、自分の感じていたことや考えてい

ることが、園全体に共有しやすくなりまし

た。 

センター 園内の風通しも良くなったとい

うことでしょうか。ちなみに、先生方はこの

職場の職員関係に満足していますか。 

両主任 はい！とても満足しています！ 

センター 声を揃えて答えてくださり、あり

がとうございます。（笑） 

今日、この園に入ってすぐ感じたのです

が、職員の皆さんが明るいですよね。 

 

広島市乳幼児教育保育支
援センターの職員が、 
市内の私立幼稚園を訪問
してインタビューしました。 

 

○ 訪問した園 

  私立幼稚園 

  園児：167人 職員２７人 

○ 今回お話をしてくださった方 

  園長先生  教務主任  研究主任 

 

 

 

○ インタビュアー 

  センター職員 

何から始めるとよいのか皆
で迷いながら・・・。 
 

 

センター こちらの園では、職員が意欲的に

研修しているとお聞きしました。本日は、園

の取組についてお聞かせください。よろしくお

願いします。 

園長・先生方 よろしくお願いします。 

センター 早速ですが、最初から職員の皆

さんは、研修に前向きだったのですか。また、

どのようなことから始めてこられたのですか。 

教務主任 自園では、子どもの体力づくり

に力を入れているのですが、最初は、何から

始めてよいか分からなかったので、各職員

が、迷いながら、保育をしながら、手探りで

工夫して、まずやってみるという状況でした。 

センター なぜ体力づくりに力を入れている

のですか。 

園長 以前、自園では、子どもの体力不足

や思わぬ怪我があり、その原因となっている

のは、生活や運動体験の不足であることに

職員が気づきました。 

ページ 1 

「“学びやすい”のが嬉しい！」 

職員が安心してスキルアップできれば、 

職員の参画意欲が高まる！ 



 

令和６年６月７日金曜日 乳幼児教育保育支援センター  令和６年度 第１号 

園長 そうなんですよ。ありがたいことに、み

んな明るくて。 

 

職員が安心して学べる職
場に感謝。 
 

 

研究主任 私は、採用３年目なのです

が、初任の頃、分からない時に同僚に相

談しやすく、話し合える場が多く、行事や

日々の保育について学びやすかったので、

安心できたし、嬉しかったです。 

センター 安心して働ける職場だから、学

びやすかったということですね。 

教務主任 私は、勤務年数が１０年に

なります。現在の園長先生が来られる以

前は、教務部、生活部などはなかったの

で、最初は何のことだか分かりませんでし

た。しかし、現在では、職場内にそういった

役割を持つチームがあることで、職員が自

園のことについて、考え、行動できるように

なったのだと思います。 

センター 以前は違ったのですか。 

教務主任 園長先生がこの園に来られた

頃は、私も働き始めて数年目でしたが、当

時の先輩方の考えを受け、保育活動をし

ていました。しかし、現在は、みんな同じ目

標を持って一緒に考えられる職場になった

と思います。 

センター 話は少し戻りますが、先生方が

一緒に学べる職場になると、園内研修に

も変化がありましたか。 

園長 園内研修は、研修をすることが目

的ではなく、園全体で目標を持って職員が

前向きに保育に臨んでくれることが大切だ

と思っています。職員が前向きになると、研

修は自然に充実し、子どもたちの姿にも変

化が現れるようになりました。 

センター それは、冒頭でお聞きした体力

不足や怪我についての課題が解消された

ということですか。 

園長 随分改善されたと思います。令

和５年度で言えば、園の実践をまとめ

た冊子に詳細を載せましたが、子どもの

ことをよく理解している職員が、楽しみな

がら研修し、保育を構想・実践するの

で、子どもたちは体を動かすことが好きに

なり、体力の向上を数値でも確認できま

した。 

センター どうやって研修をするのかも大

事ですが、職員が意欲的に保育につい

て考えたくなる園の環境も重要だというこ

とですね。 

園長 そうかもしれません。現在、どの業

界も人材不足に悩まされる時代です

し、働き方に注目が集まっています。だか

らというわけではないですが、自園では

“新採も生き生きと働ける”、“職員が辞

めない”そういったことも園の目標にして

努力しています。そのために必要ならば、

園の雇用制度を見直すことも大切だと

考えています。 

センター なるほど、職員が安心して学

べるように、工夫されているのですね。 

園長 余談ですが、自園は事務職員の

存在も大変心強く、担任が保育に専念

できる要因の一つです。例えば保育に

必要な文具などを担任がすぐ使える状

態にしてもらうだけでも、職員は働きやす

くなりました。また、新規採用者が毎日、

他の職員に相談や質問をしたり、計画

的に、先輩から研修を受けられる時間を 

確保したりといった取組も忙しい中では

ありますが、工夫して行っています。 

センター 園長先生がそのように話をさ

れていますが、お二人の先生（教務主

任・研究主任）も、その通りだとおもい

ますか。 

先生方 そうですね。（２人とも笑いな

がら） 

センター インタビュー中も、職場内のい

い雰囲気が伝わってきますね。 

ところで園長先生、最後に新規採用者の

研修時間の確保についてもう少し詳しくお

聞きしたいのでお願いします。 

 

柔軟に学びの時間を確
保する。 
 

 

園長 職員は、教材準備、送迎バスの

担当など、多忙ですから、新規採用者が

学べる時間を固定しないと、なかなか、新

規採用者の研修時間が確保できません。

そのため、毎日一定の時間を全ての職員

が新規採用者の学びの時間に応じられる

時間として設けています。※下図参照 

センター 全職員が毎日ですか？逆に大

変そうですが。 

園長 その時間は、必要に応じて、新規

採用担当からの話をすることもありますが、

構えて学ばなくてはならないという時間で

はなく、多くは、新規採用者が質問や悩

みのある際に、柔軟に使える時間というイ

メージです。だから、他の職員は、その時

間だけは、新規採用者からの質問に集中

して応じることができます。また、新規採用

者がこの時間を利用して、例えば、ピアノ

練習など、個人として必要なことのため

に、自由に活用できる時間としています。 

センター 大変よくわかりました。その時間

は、どの先輩方に質問や相談しても大丈

夫な時間ということですね。また、自分にと

って自由に活用できる時間があることは、

新規採用者にとって、ありがたい体制です

ね。 

また、研修時間の確保や新規採用者や

経験の浅い職員の人材育成に悩む園に

とって参考になると思います。 

園長先生、教務主任の先生、研究主任

の先生、今日は、お忙しい中ありがとうご

ざいました。 

園長・先生方 またいつでもお越しくださ

い。ありがとうございました。 
 

ページ ２ 

園児降園後の時程 
時間/曜日 月 火 水 木 金 

14:00 園児降園 

14:00～ 掃除 

14:30～ 週日案、日案作成、学年及び個人の仕事、休憩等 

15:30～ 新規採用者の時間（個人の仕事） 

16:00～ 
職員 

連絡会 

学年・個人

の仕事 
教材研究 

・準備 
学年会 

職員 

連絡会 

17:00 定時チャイム 

 

新規採用者の時間（赤字部分） 

● 15：30～16:00は新規採用者が、学びたいことを学べる。 

（先輩への相談、同期との相談、個人でやりたいこと等） 

● 園長、新採指導教諭などから、園内新規採用者研修として助言をう 

ける。 

● 新規採用者以外の職員は、場合に応じて、新規採用者からの相談

に応じるが、そうでない場合には、自身の個人の仕事時間になる。 

● この時間を確保することで、園全体で新規採用者の育成を進めること

ができる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島市乳幼児教育保育支援センターだより 

令和６年度 第３号 

小学校が中心となり、乳幼児教育保育アドバイザー派遣制度を活用して、 

近隣の幼児教育・保育施設と共に行う幼保小接続の取組をご紹介します。♪♪♪ 
 

お問合せ先 広島市乳幼児教育保育支援センター  
          〒７３０-８５８６ 広島市中区国泰寺町一丁目６番３４号 
                    TEL:（０８２）５０４-２８３３ 
                    FAX:（０８２）５０４-２２５５ 

乳幼児教育保育支援センターHP 

小学校区内の幼保小接続をより円滑に
するため、小学校が乳幼児教育保育アド
バイザー（以下「アドバイザー」）の派
遣を乳幼児教育保育支援センターへ依頼
しました。※ 小学校でもアドバイザー活用は可能です！  

 

① 乳幼児教育保育アドバ
イザー派遣制度を小学校
が活用 

② 近隣の幼稚園・保育園と
視点を共有（授業参観） 

アドバイザーと近隣の幼稚園・保育園
の先生が、小学校１年生の算数科を通し
て、小学校教諭の指導方法や１年生児童
の様子を参観しました。 （写真：Ⅰ） 

 

③ アドバイザーと幼稚
園・保育園の先生が小学
校へ向けて必要となる視
点を共有（協議・助言） 

１年生の先生が授業後１年生の下校指
導をしている間に、アドバイザーが接続
期（年長～小学校第１学年）の子どもの
特徴や発達等を踏まえ、幼稚園・保育園
の先生方へ、小学校入学までに保育に必
要となる視点等について助言しました。   

（写真：Ⅱ） 

【写真Ⅰ】 

 

【写真Ⅱ】 

 ④ 小学校、幼稚園、保育
園の先生が一緒に子ども
の姿を共有（協議・助言）   

１年生の先生が下校指導を終えた後
は、授業の様子を振り返りながら、子ど
もの姿を共有するとともに、アドバイザ
ーが接続期の子どもの特徴などを踏まえ
て、小学校、幼稚園、保育園の先生に助
言を行いました。    （写真：Ⅲ） 

 

【写真Ⅲ】 

 

○ 小学校が乳幼児教育保育アドバイザー派遣制度を活用して、近隣の幼稚園・保育園の先生と一緒に幼保
小接続の取組を実施しました。 

 （参加者：小学校長、１年生担任２名、公立幼稚園長、公立保育園長２名、私立保育園年長担任１名） 
○ 小学校と幼稚園・保育園の両方の先生方にとって、接続期の子どもの発達や特徴、園と小学校での生活
の違い、それらを踏まえた子ども理解（児童理解）について共通認識し、学びを深めることができる時間
になりました。 

○ 小学校と園の先生からは、今回参観した授業の様子やアドバイザーの助言を、明日からの保育・ 
授業に生かしていきたいとの前向きな感想をいただきました。 

今回の取組のまとめ 

 

アドバイザーに
は、小学校・幼稚
園・保育園の元校
長先生・園長先生
がいますよ！ 

乳幼児教育保育 

アドバイザー一覧 

 

【小学校からの報告】 

・児童の困り感をどう理解して具体的にどう支援できるのかについて、たくさんの助言をいただいた。 

・児童の具体的な姿をもとに、すぐにできる支援方法について助言をいただき、できることから取り入れ 

ていきたいと思った。 

・園の先生方に参観していただき、小学校の教育活動の様子を知っていただいたり、アドバイザーの先生

から連携の在り方について一緒に話を聞くことで共通理解を図ったりすることができたので良かった。 
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令和６年度広島市幼稚園教諭・保育士等の相互参加可能な研修 
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はじめに  

 

本市では、「未来を担う子どもの育成こそが、これからの広島の発展の礎となる。」という

基本的な考え方のもと、多様な子ども・子育て支援施策を総合的に推進しています。 

また、乳幼児期は、生涯にわたる人格形成の基礎が培われる重要な時期であり、全ての子

どもに対して、遊びや生活の中で質の高い幼児教育・保育を行う必要があります。 

そのための取組のひとつとして、幼稚園教諭・保育士等の人材育成について、専門的見地

から幅広く意見聴取するため、平成３１年度より、幼児教育・保育に係る関係団体代表者及

び学識経験者を構成員とした「人材育成のための意見交換会」（以下、「意見交換会」という。）

を開催し、効果的な研修について議論しています。 

人材育成を進めるに当たっては、目指す保育者の姿を明確にするとともに、必要となる資

質・能力を養成していくための研修が重要となります。そのためには、全ての幼稚園教諭・

保育士等が、自身のキャリアステージに応じて、幼児教育・保育に必要な知識や技術を身に

付けながら、積極的に課題の解決に取り組み、一人一人の子どもにとって最善の幼児教育・

保育を提供することができるよう、絶えず保育者としての意識の向上が図れるような研修を

実施していく必要があります。 

また、こうした研修を計画していくに当たっては、幼児教育・保育現場の実情を踏まえ、

幼稚園教諭・保育士等が自身に必要な研修を受講できる環境が必要になります。 

このため、幼稚園教諭・保育士等が研修を受けやすい環境を整えるための第一歩として、

意見交換会の議論を経て策定した「各キャリアステージにおいて幼稚園教諭・保育士等に必

要となる力」を活用し、幼稚園教諭・保育士等が成長段階ごとに身に付ける資質・能力を確

認しながら、各団体の実施している研修の内容のイメージを持って学べるようにするととも

に、各団体が実施する一部研修の相互参加について取り組むこととしました。 

今後も、幼稚園教諭・保育士等が目指す保育者としての幼児教育・保育が実践できるよう

研修の充実について段階的に取組を進めていくことで、全ての幼稚園教諭・保育士等の資質・

能力の向上を図り、よりよい幼児教育・保育の提供を目指していきます。 

 

 

広島市乳幼児教育保育支援センター 
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令和６年度広島市幼稚園教諭・保育士等の相互参加可能な研修計画 
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区分 
基礎形成期（A） 成長期（B） 発展期（C） 

充実・深化期 

充実・深化期Ⅰ（D） 充実・深化期Ⅱ（E） 

クラス担任・学級担任など 学年主任、チーフ、主任、副園長など 園長など 
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①社会のルールやマナーを守り、他者の人権や人格を尊重して行動する。 

②園の方針を理解し、これらに則して行動する。 
③高い規範意識に基づき行動するとともに、他の職員が社会人と 

して成長できるよう支援する。 

④園の方針について理解を深めるとともに、他の職員の理解を助 

ける。 

⑤園の責任者として、園の方針を 

示し、関係法令等を踏まえた行 

動をする。 

①子どもの健康・安全を確保し、情緒の安定した生活ができる環境の構 

築や一人一人の子どもに応じた援助など、幼稚園教諭・保育士等とし 

ての役割を理解する。 

②園の一員として、状況に応じて自ら考え行動するとともに、職責に応 

じた業務を遂行する。 

③経験を積み重ねながら、業務上必要となる知識や技能について主体的 

に学び続ける。 

④課題に直面した場合に、自らの考えを持ちつつ、先輩職員と相談する 

などして、より良い解決策を見出す。 

 

⑤園での役割や幼稚園教諭・保育士等としての役割を果たすとと 

もに、他の職員がその役割を果たせるよう支援する。 

⑥社会の一員及び園の一員として行動をすることや、幼稚園教諭・ 

保育士等として主体的に学び続けることについて、自身が取り 

組むのみならず、他の職員の意欲を高めながら共に学び合う。 

⑦他の職員の業務の進捗状況を把握し、園内業務を円滑に進める。 

⑧社会環境が変化する中で、新たに発生する課題等に対して、園 

内で連携・協力しながら、その解決に向けて前向きに取り組む。 

 

⑨園の責任者として、職員が園の 

方針に則して業務を遂行できる 

よう、全体調整を図る。 

⑩保護者、地域、関係機関の理解 

と協力の下、園の社会的な役割 

を果たすことができるよう行動 

する。 

①伝え方、話の聞き方など、コミュニケーションに必要な手立てを身に 

付ける重要性を理解する。 

②他の職員や保護者、地域、関係機関と良好な関係を構築することの重 

要性を理解する。 

 

③良好な人間関係の下で職員が安心して働くことができるよう、 

働きやすい職場風土の醸成に取り組む。 

④保護者、地域、関係機関と良好な関係を構築するための手立て 

を身につけるとともに、他の職員がその重要性を理解し、手立 

てを身に付けることができるよう支援する。 

⑤園の責任者として、職員や保護 

者、地域、関係機関と良好な関 

係を構築する。 

⑥働きやすい職場風土が醸成され 

る環境づくりに取り組む。 

①園の方針を理解する。 

②子どもの興味や関心を捉える 

③保育実践時の子どもの姿を予

想する。 

④安全確保、活動時間、援助方

法などを踏まえた環境構成を

工夫する。 

⑤特別な配慮を要する子どもに

対する援助について先輩職員

等に相談しながら考える。  

⑥子どもの姿を、活動内容を中

心に先輩職員と共に振り返

り、今後の計画に生かす。 

⑦園の方針を的確に踏まえる。 

⑧子どもの発達の実情を捉える。 

⑨保育実践を経た後の子どもの姿を予 

想する。 

⑩子どもが自ら環境に関わり、様々な 

活動を展開し、必要な体験を得られ 

る環境構成を工夫する。 

⑪特別な配慮を要する子どもに関する 

専門的な知識を身に付けながら、子 

ども同士が関わり合い、共に育つこ 

とができるよう手立てを考える。 

⑫子どもの姿を、その背景にある心情 

も想像しながら他の職員と共に振り 

返り、今後の計画に生かす。 

⑬園の方針を踏まえた幼児教育・保育となるよう、他の職員の職 

員からの相談に応じるなど、共に学び合いながらその成長を支 

援する。 

⑭幼児教育・保育の構想に必要な視点や考えを園内で共有する。 

⑮保育実践を通した子どもの育ちと他の職員の成長を予想する。 

⑯子どもの発達段階、集団、生活の連続性などを踏まえながら、 

子どもの姿を予想する。 

⑰知識と経験に基づく子ども理解の下、子どもが主体的に遊び、 

安心して活動することのできる環境構成を考える。 

⑱特別な配慮を要する子どもに関する専門的な知識や経験を生か 

し、長期的な視点から、集団生活を通して子どもの全体的な発 

達を支える具体的な手立てを考える。 

⑲他の職員が子どもの実情を踏まえて計画を見直しできるよう、 

実践を共に振り返りながら支援する。 

⑳園長の責任の下、全職員が参画 

し、園の理念や建学の精神等を 

共有しながら、教育課程や全体 

的な計画を作成する。 

㉑子どもや保護者、地域、関係機 

関の実情を捉え職員と共有する。 

㉒積極的に研修に参加するなど、 

幼児教育・保育に関する知見を 

広げ、自らの資質・能力の向上 

を図る。 

㉓園内外での研修等による学びの 

機会を設け、職員の資質・能力 

の向上を図る。 

㉔園の責任者として、より質の高 

い幼児教育・保育を提供するた 

め、園の自己評価の充実を図り、 

組織的・継続的な改善策を講じ 

る。 

⑧子どもを尊重し、受容的・応答的に 

関わる。 

⑨子どもの主体的な活動を見守りなが 

ら、必要に応じて、一人一人の子ど 

もや集団に対する援助を行う。 

⑩子どもの心身の発達や活動の実態な 

ど、個人差を詳細に捉え、援助する。 

⑪子どもが興味や関心を持つ環境を柔 

軟に再構成し、子どもの興味や関心 

を広げる。 

⑫子どもがより主体的に活動を楽しみ、 

多くの体験を得られるよう関わる。 
⑬特別な配慮を要する子どもに関する 

専門的な知識を生かし、子ども同士 

が共に活動を楽しめるよう援助する。 

⑭実践の中で、多角的な視点から子ど 

もの興味や関心を捉え、計画の改善 

を図る。 

⑮他の職員の目標となるよう、保育実践を行う。 

⑯他の職員の強みや改善点を踏まえ、その実践・展開を支援する。 

⑰生きる、育つ、守られる、参加するという権利を尊重して子ど 

もと関わる。 

⑱受容的・応答的であることや意図的に見守ることなど、一人一 

人の子どもや集団に柔軟に応じる。 

⑲子どもの発達過程、集団性、生活の連続性などを踏まえ、子ど 

もの得る経験が、より良い育ちにつながるよう、実態に応じて 

適切に関わる。 

⑳子どもの興味や関心を捉え、子どもが自ら関わりたくなる環境 

を構成する。 

㉑知識と経験に基づく子ども理解の下、子どもと関わり、主体的 

な活動を引き出す。 
㉒特別な配慮を要する子どもに関する専門的な知識と経験に基づ 

き、子ども同士が互いを感じ、理解しながら関わり合うことが 

できるよう援助する。 

㉓園の理念や建学の精神に基づく 

視点から、園内の保育実践の充 

実を図る。 

㉔保育実践中の職員や子どもを見 

守り、職員の成長や課題を捉え、 

職員の資質・能力の向上につな 

がる手立てを講じる。 

㉕保護者、地域、関係機関から、 

園の取組に関する理解と協力を 

得られるよう、また、他園と幼 

児教育・保育の質を高め合うこ 

とができるよう、公開保育や情 

報提供等に取り組む。 

①園内での役割分担に基づいた

各担当業務の内容を理解する 

②先輩職員と連携・協働しなが

ら、担当する子どもの保育や

クラスの運営を行う。 

③担当する役割を果たすため、

必要に応じて保護者、地域、

関係機関と連携・協働する。 

④園内組織の各役割を踏まえ、園全体 

の業務の進捗状況を確認しながら、 

担当業務を遂行する。 

⑤担当する子どもの保育やクラス運営 

を行いながら、進んで園運営に参画 

する。 

⑥園内組織における自身の役割に応じ 

て、保護者、地域、関係機関と適切 

に連携・協働する。 

⑦園運営についての共通理解を図り、園全体の業務を調整する。 

⑧他の職員と協力しながら、園の抱える課題等に組織的な対応を 

する。 

⑨他の職員の業務を支えるとともに、園長を補佐するなど、積極 

的に園運営に参画する。 

⑩園内研修の企画・運営などを通して、他の職員が幼児教育・保 

育に必要な力を身に付け、組織の一員として活躍できるよう育 

成を図る。 

⑪園内における各役割を職員が理 

解し、担当業務を遂行できるよ 

う、園内の組織体制や園の地域 

における役割を示し、園運営を 

行う。 

⑫職員が適切な役割分担の下、協 

力して園運営に参画することが 

できるよう、必要となる人材を 

育成する。 
⑬地域に開かれた幼児教育・保育 

を提供するため、保護者、地域、 

関係機関との連携体制を構築す 

る。 

⑭園内組織の機能を高めることや、

円滑な園運営を行うため、自己 

評価や外部評価などにより継続 

的な改善を行う。 

①子どもの気持ちを尊重する。 

②楽しみながら、子どもと積極

的に向き合う。 

③子どもの概ねの発達を捉え、

援助する。 

④子どもの姿から、子どもの興

味や関心を捉え、環境を構成

する。 

⑤子どもの主体的な活動に触

れ、子どもに対する基本的な

関わり方を習得する。 
⑥特別な配慮を要する子どもに

対する援助の視点を踏まえ、

子どもが安心して過ごすこと

ができるよう必要な手立てを

講じる。 

⑦計画に基づいて実践し、経験

を積み重ねながら、子どもの

姿を捉える力を養い、今後の

計画に反映させる。 

。 

。 

各キャリアステージにおいて幼稚園教諭・保育士等に必要となる力（区分番号確認用） 
 
この表は、幼稚園教諭・保育士等が、子どもを愛し、守り、支えながらその育ちを見通して援助するなど、幼稚園教育要領・保育所保育指針等に基づいた幼児教

育・保育の提供に当たって、成長の段階ごとに身に付けるべき資質・能力を確認するための指標としてまとめたものです。 
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１ 目的 

  幼稚園教諭・保育士等が、成長段階ごとに身に付ける資質・能力や受講する研修内容を確認しながら

積極的に学び、一人一人の子どもにとってより質の高い幼児教育・保育を提供できるよう、各団体が実

施する一部研修の相互参加に取り組み、その資質・能力の向上を図る。 

 

２ 対象 

  原則、広島市に所在する幼稚園・保育園・認定こども園等の幼稚園教諭・保育士等 

 

３ 研修一覧 

  令和６年度に開催を予定している研修は以下の通りです。各研修の詳細については、「令和６年度広

島市幼稚園教諭・保育士等の相互参加可能な研修 概要」で確認してください。また、調整中の部分に

ついては詳細が決まり次第、随時更新していきます。 

 ※ 研修 No欄に☆を記載している研修は他のステージの方も参加可能な研修です。 

主な対象 研修 No 
研修名 

【主催団体】 
身に付けたい力 

（「必要となる力」区分） 
開催日 

基礎 
形成期 

～ 

１ - 

⑴ 令和６年度第１回広島市幼稚園教諭・
保育士新規採用者合同研修会 

【広島市乳幼児教育保育支援センター】 
Ａ 
（オ）①②③ 

7月  8日（月） 
7月 10日（水） 

⑵ 令和６年度第２回広島市幼稚園教諭・
保育士新規採用者合同研修会 

【広島市乳幼児教育保育支援センター】 
Ａ 
（オ）④⑤⑥⑦ 

調整中 

２ ☆ 

保育講座研修 
「健康・安全講座」 
【広島市保育連盟】 

Ａ～Ｄ 
（イ）①⑤⑧ 
（エ）⑯⑱ 
（オ）③⑩ 

①6 月 25 日(火) 

②11 月 20 日(水) 

３ ☆ 
保育講座研修 
「食育講座」 
【広島市保育連盟】 

Ａ～Ｂ 
（オ）①②③⑧ 

⑨ ⑩ 

① 9 月 3 日(火) 
② 9 月 18 日（水） 

４ ☆ 
保育講座研修 
「あそびと発達の講座」① 
【広島市保育連盟】 

Ａ 
（オ）①②③④ 

6 月 21 日（金） 

５ ☆ 
保育講座研修 
「家庭支援講座」① 
【広島市保育連盟】 

Ａ～Ｅ 
（ウ）①②  

12 月 23 日（月） 

６ ☆ 

特別講座 
「虐待に関する講座」① 
【広島市保育連盟】 

Ａ～Ｅ 
（ウ）①② 

7月 8日（月） 

７ ☆ 

特別講座 
「人権啓発講座」 
【広島市保育連盟】 

Ａ～Ｅ 
（ア）① 
（ウ）①④⑤ 

６月２７日（木） 
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主な対象 研修 No 
研修名 

【主催団体】 
身に付けたい力 

（「必要となる力」区分） 
開催日 

成長期 
～ 

８ ☆ 

幼稚園教育実践研修 
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 を
考慮した領域「健康」の指導の理解と実践 
【広島市教育委員会教育センター】 

Ｂ 
（エ）⑧⑨⑩⑫  
（オ）⑪⑫⑭ 

7月 26日（金） 

９ ☆ 

幼稚園教育実技研修 
「幼児の発達に応じた造形遊びの指導の理
解」 
【広島市教育委員会教育センター】 

Ｂ 
（エ）⑧⑨⑩ 
（オ）⑪⑫⑭ 

8月 27日（火） 

１０ ☆ 

保育講座研修「あそびと発達の講座」② 
【広島市保育連盟】 

Ｂ 
（オ）⑧⑨⑩⑪ 

10月 9日(水) 

１１ ☆ 

特別講座 
「特別研修会（子ども主体の保育）」 
【広島市保育連盟】 

Ｂ～Ｄ 
（エ）⑦⑧⑨⑩

⑪⑫ 
（オ）⑧⑨⑩⑪

⑫⑬⑭ 

調整中 

１２ ☆ 
園内研修コーディネーター基礎講座 
【広島市保育連盟】 

Ｃ 
（オ）⑱⑲⑳㉑ 

園内研修コーデ
ィネータ養成講
座⑵～⑶の間の

期間 

１３ ☆ 

⑴ 園内研修コーディネーター養成講座 
「マネジメントとは」 

【広島市保育連盟】 
 

Ｃ 
（カ）⑦⑧⑨⑩ 
※⑴～⑶を受講 

７月 26日(金) 

⑵ 園内研修コーディネーター養成講座 
「公開保育カンファレンスとは」 

【広島市保育連盟】 
 

9月 9日（月） 

⑶ 園内研修コーディネーター養成講座 
「保育を伝えようポスター作製と発表」 

【広島市保育連盟】 
 

2月 25日（火） 

１４ ☆ 

保育講座研修（全３回） 
「保育実践講座」① 

【広島市保育連盟】 

Ｂ～Ｄ 
（エ）⑦⑧⑨⑩ 

⑪⑫ 
（オ）⑧⑨⑩⑪

⑫⑬⑭ 
※全３回を受講 

7 月 16 日(火) 

11 月 1 日（金） 

12 月 9 日（月） 

１５ ☆ 

保育講座研修（全３回） 
「保育実践講座」②～子ども理解～ 
【広島市保育連盟】 

Ｂ～Ｄ 
（エ）⑦⑧⑨⑩ 

⑪⑫ 
（オ）⑧⑨⑩⑪ 

⑫⑬⑭ 
※全３回を受講 

9月 24日(火) 
12月 17日(火) 
1月 29日(水) 
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主な対象 研修 No 
研修名 

【主催団体】 
身に付けたい力 

（「必要となる力」区分） 
開催日 

発展期 
～ 

１６ - 

⑴ 令和６年度第１回広島市幼稚園教諭・
保育士主任等合同研修会 

【広島市乳幼児教育保育支援センター】 

ＣＤ 
（エ）⑭⑮⑯⑰ 

9月 9日（月） 

⑵ 令和６年度第２回広島市幼稚園教諭・
保育士主任等合同研修会 

【広島市乳幼児教育保育支援センター】 

ＣＤ 
（オ）㉒ 
（カ）⑩ 

11月 12日（火） 

１７ ☆ 
保育講座研修 
「家庭支援講座」② 
【広島市保育連盟】 

Ａ～Ｅ 
（ウ）①②  

2月 10日（月） 

１８ ☆ 

特別講座 
「虐待に関する講座」② 
【広島市保育連盟】 

ＣＤ 
（ウ）③④⑥ 
（エ）⑱ 
（オ）⑰㉒ 

調整中 

充実 
・ 

深化期 
～ 

１９  
広島市幼稚園・保育園・認定こども園等の
園長等合同研修会（仮） 
【広島市乳幼児教育保育支援センター】 

Ｅ 
（ウ）⑤⑥ 

11月 20日（水） 

 


